
�

�

�

�

�����������������������������������

�����������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平成１８年５月１５日
編集・発行／あきる野市教育委員会　〒１９７ー０８１４ あきる野市二宮３５０　�０４２（５５８）１１１１㈹

第７号

広報 教育あきる野

� �������������������������������������������������������������������������

平成１８年度・あきる野市教育推進スローガン

あいさつは、安全で安心して暮らせる社会づくりの基本です。

あいさつをしましょう

「食事」と「睡眠」を中心とした規則正しい生活リズムは、情緒が安定し、気力が充実します。

「食事」と「睡眠」で規則正しい生活リズムをつくろう

食事はできるだけ家族一緒に食べ、だんらんを楽しみましょう。

食卓で心を温めよう
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スローガン達成のために重点的に取り組む課題

○いじめ、不登校ゼロへの挑戦　○学校の安全・安心対策　○学力向上対策　○小規模学
校対策　○小・中一貫教育問題への取組　○地域社会の教育力導入強化

⑥⑥家庭は教育の原点です�家庭は教育の原点です�家庭は教育の原点です�⑥

家庭の役割を見直してみましょう。

終始厳粛のうちに執り行われた入学式（五日市中学校）

「交通事故に遭
わないように」
新１年生に道路
の横断訓練を実
施（前田小学校）

平成１７年度青少年健全育成講演会で「ガーディア
ン・エンジェルス」小田啓二理事長に、パトロー
ル活動や青少年とのコミュニケーションについて
学ぶ。

見事�銀メダルを胸に、トリノパラ
リンピックから凱旋の森井大樹さん

　

人
間
の
体
は
、
昼
間
に
は
活
発
に
活
動

し
よ
う
と
す
る
神
経
が
働
き
、
夜
に
は
静

か
に
休
養
し
よ
う
と
す
る
神
経
が
働
く
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

昼
間
、
元
気
い
っ
ぱ
い
遊
び
、
生
き
生
き

と
学
ぶ
た
め
に
は
、「
食
事
」
と
「
睡

眠
」
を
中
心
と
し
た
規
則
正
し
い
生
活
リ

ズ
ム
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　
「
食
事
」
と
「
睡
眠
」
を
中
心
と
し
た

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
が
身
に
付
け
ば
、

情
緒
が
安
定
し
、
気
力
が
充
実
し
ま
す
。

そ
の
結
果
、
思
い
や
り
の
心
や
集
中
す
る

力
、
我
慢
す
る
力
が
育
ち
ま
す
。

　
「
生
活
習
慣
を
付
け
る
の
は
も
う
手
遅

れ
で
は
」
と
諦
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
気

付
い
た
時
が
好
機
で
す
。

　

で
は
、
そ
の
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム

を
つ
く
る
た
め
に
家
庭
が
す
べ
き
こ
と
は

何
で
し
ょ
う
か
。

�　

朝
は
、
６
時
〜
７
時
に
は
起
き
ま 

　

し
ょ
う
。
脳
が
す
っ
き
り
と
目
覚
め
た

　

状
態
で
、
登
園
・
登
校
で
き
る
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う
。

�　

朝
食
を
し
っ
か
り
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

脳
の
働
き
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
気
持

　

ち
を
落
ち
着
か
せ
ま
す
。

�　

夕
飯
は
で
き
る
だ
け
家
族
で
一
緒
に

　

と
り
ま
し
ょ
う
。
一
日
の
出
来
事
を
話

　

題
に
、
だ
ん
ら
ん
を
楽
し
み
ま
し
ょ 

　

う
。
子
ど
も
の
健
康
状
態
な
ど
も
分
か

　

り
ま
す
。

�　

小
学
生
の
う
ち
は
、
夜
、
８
時
〜
９

　

時
ご
ろ
に
は
寝
る
よ
う
に
心
が
け
ま 

　

し
ょ
う
。
夜
更
か
し
や
睡
眠
不
足
は
、

　

身
体
や
心
の
働
き
を
低
下
さ
せ
ま
す
。

�　

テ
レ
ビ
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
す
る
時

　

間
を
き
ち
ん
と
決
め
ま
し
ょ
う
。

�　

親
の
都
合
で
の
、
夜
遅
く
の
外
出
は

　

な
る
べ
く
止
め
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
は

　

興
奮
し
、
神
経
が
休
ま
り
ま
せ
ん
。

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
、
家
族

み
ん
な
で
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を
身

に
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
教
育
の
原
点
で

あ
る
家
庭
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
た
り
、

紙
面
で
意
見
交
流
を
し
た
り
す
る
た
め
シ

リ
ー
ズ
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

『「
食
事
」
と
「
睡
眠
」
で
規
則
正
し
い
生

活
リ
ズ
ム
を
つ
く
ろ
う
！
』
で
す
。
ぜ

ひ
、
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

下
ろ
す
台
地
上
に
古
墳
時
代
終
末
期

に
築
か
れ
た
墳
墓
が
数
多
く
分
布
す

る
遺
跡
で
、
こ
れ
ま
で
に
横
穴
式
の

石
室　

基
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

５０

ま
た
石
室
の
中
か
ら
は
直
刀
や
ガ
ラ

ス
玉
、
火
葬
し
た
骨
を
納
め
た
須
恵

器
な
ど
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
種
別
変
更
は
、
遺
構
が
良
好

な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
３
箇
所

（
瀬
戸
岡
３
９
８
番
１
外
）
を
範
囲

指
定
し
、
史
跡
と
し
て
保
護
の
充
実

を
図
る
た
め
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
同
日
付
で
都
指
定
史
跡

「
広
徳
寺
境
域
」
の
一
部
地
番
の
変

更
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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瀬
戸
岡
古
墳
群
が
都
指
定
史
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しししししししししししししししししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

跡
に
種
別
変
更
さ
れ
ま
し
た

「「
食
事
」
と
「
睡
眠
」
で

食
事
」
と
「
睡
眠
」
で

規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を

　

規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム
を

つ
く
ろ
う
！

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
く
ろ
う
！
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き
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野
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会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　

国
際
化
推
進
青
年
の
会

善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善
行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行
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決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

　
　
　

善
行
表
彰
受
賞
決
定

　

国
際
的
視
野
を
持
っ
た
青
少
年
の

育
成
と
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
国
際
交

流
活
動
の
推
進
役
を
担
っ
て
い
る
あ

き
る
野
市
国
際
化
推
進
青
年
の
会
が

社
団
法
人
日
本
善
行
会
の
春
季
善
行

表
彰
を
受
賞
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
国
際
姉
妹
都
市
マ
ー
ル

ボ
ロ
ウ
市
と
の
文
化
交
流
、
教
育
交

流
等
の
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
、
来
る
５
月　

日　

明
治
神
宮
参

２０

（土）

集
殿
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
す
。マールボロウ市の訪問団との交流活動

　

教
育
委
員
会
で
は
、
市
民
の
生
涯

に
わ
た
る
学
習
活
動
、
児
童
・
生
徒

の
学
校
外
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

生
涯
学
習
支
援
者
バ
ン
ク
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
持
つ
知
識
・
技
能
を

生
涯
学
習
活
動
に
活
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
随
時
、
登
録
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　
　

問
合
せ　

社
会
教
育
課
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生
涯
学
習
支
援
者
バ
ン
ク
に
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かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

　
　
　
　

登
録
し
ま
せ
ん
か 瀬戸岡古墳群７号墳

　

こ
れ
ま
で
「
旧
跡
」
で
あ
っ
た
瀬

戸
岡
古
墳
群
（
大
正　

年
都
文
化
財

１５

指
定
）
が
、
平
成　

年
３
月　

日
、

１８

１６

「
史
跡
」
に
種
別
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

瀬
戸
岡
古
墳
群
は
、
平
井
川
を
見



特別支援教育推進情報�
特別支援教育体制・副籍モデル事業（３年次）

「社会教育」の重点的な取組�「社会教育」の重点的な取組�

モ
デ
ル
地
域
と
し
て
の
最
終

年
度

　

東
京
都
の
特
別
支
援
教
育
推
進
モ

デ
ル
地
域
と
し
て
３
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　

平
成　

年
度
に
市
内
小
中
学
校

１７

が
、
通
常
の
学
級
の
中
で
何
ら
か
の

特
別
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
、
巡
回
相
談
（
教
育
相
談
所
の
心

理
職
）
の
対
象
と
し
た
児
童
・
生
徒

は
約
２
３
０
人
（
全
児
童
・
生
徒
の

約　

％
）
で
し
た
。
Ｌ
Ｄ
（
学
習

３．３
障
害
）
や
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
・

多
動
）
、
高
機
能
自
閉
症
等
の
診
断

を
受
け
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の

傾
向
が
見
ら
れ
、
学
級
で
の
一
斉
指

導
や
集
団
活
動
に
困
難
さ
が
見
ら
れ

る
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
、
学
校
、

家
庭
、
教
育
委
員
会
等
が
連
携
し
て

一
人
一
人
に
適
し
た
教
育
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

モ
デ
ル
地
域
と
し
て
の
最
終
年
度

は
、
こ
の
２
年
間
で
築
い
て
き
た
特

別
支
援
教
育
体
制
を
検
証
し
な
が

ら
、
各
取
組
の
質
を
高
め
、
す
べ
て

の
子
ど
も
が
生
き
生
き
と
楽
し
い
学

校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境

整
備
を
目
指
し
ま
す
。

子
ど
も
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ

な
い
環
境
作
り

　

支
援
の
ス
タ
ー
ト
は
、
子
ど
も
が

出
し
て
い
る
様
々
な
サ
イ
ン
に
対
す

る
大
人
の
気
付
き
で
す
。
特
別
な
支

援
が
必
要
な
子
ど
も
の
状
態
や
そ
の

対
応
に
つ
い
て
、
家
族
や
幼
稚
園
・

保
育
園
・
学
校
の
教
職
員
、
地
域
の

方
な
ど
の
理
解
を
一
層
深
め
る
取
組

を
進
め
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
特
別

支
援
教
育
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

や
、
広
報
誌
へ
の
関
係
記
事
の
掲

載
、
幼
稚
園
・
保
育
園
・
学
校
の
教

職
員
対
象
の
研
修
会
の
実
施
等
で

す
。

就
学
支
援
シ
ー
ト
を
活
用
し

た
支
援
体
制
づ
く
り

　

平
成　

年
度
の
就
学
児
で
、
園
等

１８

で
の
子
ど
も
や
支
援
の
様
子
を
小
学

校
に
引
き
継
ぐ
「
就
学
支
援
シ
ー

ト
」
の
作
成
を
希
望
さ
れ
た
の
は　
２７

家
庭
で
し
た
。
幼
稚
園
や
保
育
園
等

が
丁
寧
に
作
成
し
た
シ
ー
ト
を
、
市

内
小
学
校
や
あ
き
る
野
学
園
養
護
学

校
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

小
学
校
等
で
は
、
校
内
委
員
会
を

中
心
に
入
学
期
の
指
導
・
支
援
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
よ
り
き
め

の
細
か
い
支
援
体
制
作
り
に
努
め
ま

し
た
。
「
就
学
支
援
シ
ー
ト
」
を
も

と
に
学
校
と
保
護
者
の
相
談
も
進
め

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
巡
回

相
談
員
の
助
言
等
も
加
え
な
が
ら
、

個
別
指
導
計
画
作
り
を
進
め
ま
す
。

校
内
委
員
会
の
活
性
化

　

平
成　

年
度
、
各
校
の
校
内
委
員

１７

会
実
施
の
平
均
回
数
は　

回
で
し

１０

た
。
月
例
化
し
て
い
る
学
校
や
、
巡

回
相
談
員
の
訪
問
日
に
合
わ
せ
て
事

前
・
当
日
・
事
後
に
実
施
す
る
学

校
、
長
期
休
業
日
を
中
心
に
実
施
す

る
学
校
等
、
各
校
で
工
夫
し
て
い
ま

す
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
個
別
指
導
計

画
の
検
討
を
中
心
に
一
層
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

巡
回
相
談
に
よ
る
専
門
的
な

助
言
の
活
用

　

専
門
的
な
助
言
を
受
け
る
機
会

を
、
学
校
が
一
層
有
効
に
活
用
で
き

る
よ
う
に
、
各
校
年
５
回
の
訪
問
を

目
安
に
巡
回
相
談
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
２
ヶ
月
に
１
回
程
度
専
門
委
員

会
を
実
施
し
、
個
別
の
指
導
・
支
援

の
内
容
を
深
め
、
巡
回
相
談
を
通
じ

て
学
校
へ
の
助
言
を
よ
り
充
実
し
た

も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

副
籍
事
業
の
推
進

　

平
成　

年
度
は　

人
の
児
童
・
生

１７

２３

徒
が
「
副
籍
交
流
」
を
進
め
、
地
域

の
一
員
と
し
て
の
つ
な
が
り
の
維

持
・
強
化
を
図
り
ま
し
た
。
保
護
者

の
意
向
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域

指
定
校
と
養
護
学
校
等
、
教
育
委
員

会
が
連
携
し
、
「
地
域
で
あ
い
さ
つ

を
交
わ
せ
る
関
係
作
り
」
を
一
層
広

げ
、
強
い
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

� �������������������������������������������������������������������������

国会議員の加藤勝信氏が副籍交流の様子を視察
　　　　　　　　　　　　　（南秋留小学校）

○
第
一
回
臨
時
会

�
（
議
案
）
あ
き
る
野
市
立
学
校
の

　

校
長
及
び
副
校
長
の
人
事
に
つ
い

　

て
�
（
報
告
）
臨
時
代
理
し
た
あ
き
る

　

野
市
立
学
校
職
員
出
勤
簿
整
理
規

　

程
の
一
部
改
正
に
関
す
る
報
告
及

　

び
承
認
に
つ
い
て

○
二
月
定
例
会

�
（
議
案
）
平
成
十
八
年
度
あ
き
る

　

野
市
教
育
委
員
会
所
管
予
算
に
つ

　

い
て

�
（
議
案
）
あ
き
る
野
市
学
校
給
食

　

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
の
委

　

嘱
に
つ
い
て

�
（
議
案
）
あ
き
る
野
市
体
育
施
設

　

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

�
（
議
案
）
行
政
（
教
育
）
財
産
の

　

取
得
に
関
す
る
市
長
へ
の
申
し
出

　

に
つ
い
て　

外
２
件

○
三
月
定
例
会

�
（
議
案
）
あ
き
る
野
市
文
化
財
保

　

護
審
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

�
（
議
案
）
あ
き
る
野
市
教
育
委
員

　

会
事
務
局
処
務
規
則
の
一
部
を
改

　

正
す
る
規
則

○
四
月
定
例
会

�
（
議
案
）
あ
き
る
野
市
社
会
教
育

　

委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

�
（
報
告
）
臨
時
代
理
し
た
教
育
委

　

員
会
の
職
員
の
人
事
異
動
に
関
す

　

る
報
告
及
び
承
認
に
つ
い
て

�
（
議
題
）
食
育
に
つ
い
て
考
え
る

教
育
委
員
会
の
活
動（
会
議
）

２７



「学校教育」の重点的な取組�「学校教育」の重点的な取組�

平成17年度　学校教育の重点的な取組�平成17年度　学校教育の重点的な取組�

　東京都の特別支援教育体制・副籍モデル地域としての３年目を迎え、次の体制整備を一層進めます。

　子ども一人一人が自分の大切さを認め、他の人の大切さを認めることができる環境づくりを進め
ます。家庭、学校、地域の全ての場で、自分自身がかけがえのない存在であり、自己のよさや可能
性を自覚できる環境整備のために、家庭、学校、地域が共通の課題意識をもって地域で推進する体
制を整えます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登登校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校ゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼゼロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへのののののののののののののののののののののののののののののののの挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑挑戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・いじめ・不登校ゼロへの挑戦・・
　子どもが互いに認め合い、また、大人が子ども一人一人の個性や可能

性を適切に生かせる環境が整えば、いじめや不登校、虐待は「０   」にで
ゼロ

きる。その責任が、私たちあきる野市民にあります。家庭、学校、地域

の行動連携を一層強化し、このことへの挑戦をさらに進めます！

○理解啓発活動：広報、研修会、事業報告会（１１月１７日午後）　○校内体制整備：校内委員会、

コーディネーター　○巡回相談：相談員の訪問、専門委員会、指導補助員　○副籍事業：連絡会、

交流計画・評価　○幼稚園・保育園等との連携：就学支援シート、ネットワーク　等

○研究推進校（あきる野市）：南秋留小・秋多中（算数・数学）、増戸小・増戸中（小中連携）　
○研究協力校（あきる野市）：草花小（算数）、西秋留小・一の谷小（英語活動）　
○日本の文化・伝統理解教育推進校（東京都）：一の谷小　○理数大好きモデル事業：多西小、屋
城小、南秋留小、五日市小、戸倉小、小宮小、秋多中、五日市中　○生きる力を育む読書活動推進
校（五日市地区）：増戸小、五日市小、戸倉小、小宮小、増戸中、五日市中

研究奨励事業　教育委員会では次の学校を研究校として指定し、教員の授業実践力の向上を進め、
授業の改善や家庭との連携など、子ども一人一人の学ぶ意欲を向上させ、学びの習慣化による確か
な学力を定着させる取り組みを進めます。

環境整備事業　小学校の低中学年を中心に国語・算数に、中学校は国語・数学・英語に教科の補助
員を配置し、きめ細かい指導に努めます。また、学校図書館補助員による環境整備を進めます。

人権教育総合推進地域事業（文部科学省）：地域推進事業としての３年目は、市内小中学校全校と
　都立あきる野学園養護学校の１９校が、各中学校区のブロックでテーマを掲げて取り組みます。

豊かな体験活動推進事業（文部科学省）：平成９年度から継続している都立あきる野学園養護学校
　との学校間交流（西秋留小・一の谷小・西中）を本事業に位置付けて推進します。

学ぶ意欲の高揚、学習習慣の確立など、学力の向上事業を推進します

すべての子どもが生き生きと楽しい学校生活を
送ることができるよう、特別支援教育を推進します

命を大切にし、思いやる心をはぐくむ人権教育を推進します

　本校は、長い歴史と伝統を持ち、地域住民と保護者の期待に応えて育てら
れてきました。現在もこの伝統を生かし、学校・地域・保護者が三位一体と
なり教育活動を進めているのが特色です。

　本校は伝統と歴史と豊かな自然環境に恵まれ、生徒は、充実した中学校生
活を日々送っています。勉強（少人数授業等）や部活動、心身障害学級との
交流、ガードレール清掃や様々なボランティア活動、活発な学校行事（運動
会や音楽会）お祭りへの参加（中学生御輿　本年度新調）等が学校と地域、
保護者の協力のもとに行われ、より高い教育効果を上げています。

校 長　加藤　高明
副校長　曽我　有二

五五五五五五五五五五五五五五日日日日日日日日日日日日日日市市市市市市市市市市市市市市中中中中中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校五日市中学校 教育目標
�よく考えて行動する生徒（自律）
�進んで協力する生徒（協働）
�思いやりのある生徒（共生）
�心身ともに健康な生徒（健康・安全）
経営目標
�心の教育の充実
�確かな学力の育成
�健康・安全教育の推進
�開かれた学校づくりの推進

　「生徒と教師が共に燃え感動できる学校」を目標
に、学習・行事・部活動に、保護者・地域と一緒に取り組んでいます。全活
動を通し「いのち尊ぶ教育」を推進しています。

　１７年度都選手権大会で優勝した剣道部、１７年度Ａ組でも金賞を受賞した吹
奏楽部、運動部も文化部も活発に活動しています。また、「学力の確実な定
着を図り個性を伸ばす秋多中学校」を目指す学校像として、日々の学習活動
に取り組んでいます。平成１６・１７年度の都授業改善研究推進校としての経験
を生かし、一層の授業改善を目指します。国語・数学・英語で少人数指導を
実施すると共に、長期休業中など補充教室を行っています。

校 長　丹治　　充
副校長　神林　　真

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋 多多多多多多多多多多多多多多 中中中中中中中中中中中中中中 学学学学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校校校校秋多中学校 ○教育目標
�いのちの尊さを深く自覚し、たくましく生き、すす
　んで社会の発展につくす人をめざして
�ゆたかな心をもとう
�たくましい体をつくろう
�しなやかな個性を磨こう
○教育の重点
�自ら学び、自分の考えを高める生徒
�思いやりを持ち、他者との関わりを深める生徒
�基本的な生活習慣を身につけた生徒
○経営の重点
�確かな学力をつける学習支援
�人権尊重精神と規範意識の涵養
�豊かな心を育てる教育
�保護者・地域との連携

　東中学校は、「学ばせる教育」「引き出す教育」「感じ取らせる教育」を基
本に、一日の授業を大切にし、一人一人の生徒を認め、心のこもった教育環
境を整えていきます。

　東中は、剣道部の関東大会出場を始め、吹奏楽部の東京都コンクール金賞
連続受賞など好成績を上げています。また、昔から学力の東中学校と評判が
高く、文武両道の学校です。誇りの持てる東中学校として教育活動を展開し
ていきます。

校 長　田代　和正
副校長　河智　健三

東東東東東東東東東東東東東東 中中中中中中中中中中中中中中 学学学学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校校校校東 中 学 校 平成１８年度スローガン「知性・感性・社会性」を育てる開かれた東中学校
◎教育方針
１豊かな「知性」を育てる教育の推進
　　生徒が自らの生き方において、自信を持って主体的に判断し、行動で
　きるために、個性の伸張と充実感・達成感が持てる教育を推進する。
２豊かな「感性」を育てる教育の推進
　　生徒の健全育成の推進を図り、心の健康を増進し、節度と調和のある
　生活ができるように指導を充実させる。そのために道徳教育を充実させ
　る。
３豊かな「社会性」を育てる教育の推進
　　人間尊重の教育を推進するとともに、社会貢献の精神を育み、他者と
　もに安心して豊かな生活が送れるように、教育活動を充実させる。
４開かれた学校づくりの推進
　　社会の変化に対応し、時代の要請に即した教育を進め、地域の教育力
　を活用して生徒に次代を担うために必要となる資質を身につける。
５特別支援教育の推進
　　心身障害学級との交流を通して、心身に障害のある人との相互理解を
　深める。また、一人一人の健全な育成と発達が図れる学校体制を創造す
　る。

　市のほぼ中央に位置し、周囲を、都立あきる野学
園、多摩養育センター、旧都立高校、富士通そして野菜やクリの畑に囲まれ
た、創立２８周年を迎えた学校です。

　すばらしい教育環境の中で、生徒は知・徳・体をバランスよく学んでいる
学校です。学習では各教科はもちろん朝読書・選択を真剣に取り組んでいま
す。心の育成面では、行事や総合的な学習の時間を中心に、コスモス街道の
整備や障害のある人との交流・体験を通して「思いやりの心」をしっかり学
んでいます。健康・体力の面では、多くの部活動が東京都のトップレベルに
あり、体育大会や行事に燃え、生徒は主体的に活動しています。

校 長　新井　俊數
副校長　清水　和彦

西西西西西西西西西西西西西西 中中中中中中中中中中中中中中 学学学学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校校校校西 中 学 校 �「本気」「元気」「根気」、思いや
　りと規律と活力のある学校を目
　指す。
�コスモス街道の整備やあきるの
　学園との交流を通した思いやり
　教育の実践
�学力の基礎・基本、生活の基礎・
　基本、心の基礎・基本の充実 （１）少人数授業を通して生徒一人ひとりの習熟の程度や興味・関心等に応

　じたきめ細かな学習指導を行い基礎的学力の定着と向上を図るよう指
　導します。
（２）教育相談部を中心にスクールカウンセラーと協力して教育相談活動を
　行い、心のケア及び不登校生徒への指導を充実させています。

（３）総合的な学習の時間で自ら課題をみつけ学習する活動を通して、情報を読み取る力、まとめる力、考え
　る力、発表する力等を育成し、多面的なものの見方・考え方を身につけられるよう指導します。

　草花丘陵を背に、南に流れる平井川の沖積地の水田を埋め立てて昭和５８年に開校され本年度で２４年目を
迎えます。雑木林を北に背負い、南に点在する水田と平井川の流れに囲まれ、西に遠く奥多摩の山々を望
む自然環境に恵まれた地域です。保護者、地域の方々は中学校に大きな期待を寄せ、良い学校づくりをし
ようという気持ちが強く協力的です。
　生徒は、明るく素直でとても落ち着いた態度で授業や部活動に熱心に取り組んでいます。とりわけ、生
徒会では「あいさつは御堂の顔」をスローガンにして取り組んでいます。生徒があいさつする明るい声が
響いてします。
�総合的な学習の時間の学習活動を通して、新聞を活用して情報処理能力を育成するよう指導しています。
�３年生では、上級学校訪問を通して自分の生き方について考えを深められるよう指導しています。

校 長　石澤　輝安
副校長　渡辺　　暁

御御御御御御御御御御御御御御 堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂 中中中中中中中中中中中中中中 学学学学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校校校校御堂中学校 ［教育目標］
一、自ら学び自ら考え実行する生徒
一、理想に向かって向上努力する生徒
一、美しい心たくましい体の生徒
を実現するためにつぎのことを重点目標に取り組みま
す。
�学習意欲が向上するよう指導する。
�教職員の指導技術向上のため、校内研修を充実させ
　る。
�特色ある教育活動の推進

　本校は、生徒の理想像として、「夢を持ち続ける
人」・「進んで努力する人」・「思いやりのある人」を掲げ、保護者や地域
との連携のもと、教職員が一丸となって学校教育を推進しています。

　一小一中の学区であり、生徒は幼い時から慣れ親しみ純朴で家族的な雰囲
気の学校です。また、来校者や地域から「挨拶がとても良くできる。」と褒
められています。７月には、昨年に引き続き、行政や保護者・地域の支援を
いただく中で、全校で２日間の「保育体験学習」、「福祉体験学習」、「職場体
験学習」を実施します。体験を通して社会性をはぐくみ、自己の生き方を見
つめる機会にしてほしいと考えています。

校 長　熊井　重彰
副校長　岩下　伴雄

増増増増増増増増増増増増増増 戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸 中中中中中中中中中中中中中中 学学学学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校校校校増戸中学校 ○学力の定着・向上（「授業改善プラン」を
　柱とした授業改善、校内研修の充実、増戸
　小学校との連携）
○生活指導の改善（規範意識の確立、教育相
　談機能の充実、生徒会活動の活性化等）
○「開かれた学校」、「危機管理に強い学校」
　づくりの推進
〇保護者や市民から信頼される教職員
○適切な事務運営と、快適で安全な教育環境
　の確立
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　開校１３３年の多西小学校は、歴史ある郷土と豊か
な自然に抱かれ、地域や保護者の方々のご支援をい
ただきながら、「一人一人が生き生きと学び合う、
明るい学校」を目指します。

　本年度、多西小学校は、学校経営方針を具現化する校内研究プロジェクト
を発足し、教職員全員でＯＪＴによる指導法改善、授業力向上を図ります。
また引き続き、「ねばり強くやりぬく子」を重点目標として掲げ、その実現
のために、算数科少人数（Ｔ．Ｔ）指導に２名を配置し授業改善を推進し、
さらに４名の教員補助員を算数・国語で活用して基礎基本の徹底を目指しま
す。さらに、特別支援補助員・図書館補助員等を活用して個別支援の向上を
図るとともに、生徒指導推進協力員を配置して効果的な生活指導を推進しま
す。

校 長　堀部　朋良
副校長　渡部　雅彦

多多多多多多多多多多多多多多 西西西西西西西西西西西西西西 小小小小小小小小小小小小小小 学学学学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校校校校多西小学校 教育目標
○　心豊かでおもいやりのある子
◎　ねばり強くやりぬく子（平成１８年度重点目標）
○　明るく元気な子
平成１８年度経営方針
創意に満ちた学校運営の推進
方策１：叡智を結集して教育目標を具現化する。
方策２：継続は力なりをモットーとする指導をする。
方策３：互いに授業力を高める教師集団を形成する。
方策４：うるおいと落ち着きのある教育環境の実現を
　　　　目指す。

　都心より５０�離れた本校は、秋川の清流にのぞみ、風光明媚な地にある。
保護者の教育に対する期待と関心が高く、地域も、自分たちの学校という意
識が強く、協力を惜しまない。地域活動も活発で、たくましい青少年の育成
に力を入れており、学校・ＰＴＡ・地域の連携が密に保たれ、その効果を上
げています。

　西秋留プランとして“子どもが変わり、教師が変わる学校”を掲げ、昨年
度より、授業の充実、相談体制の充実に取り組んでいます。今年度は、さら
に英語活動、食育教育への取り組みも行う予定でいます。

㎞

校 長　竹川　　博
副校長　安西　　浩

西西西西西西西西西西西西西西秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋留留留留留留留留留留留留留留小小小小小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校西秋留小学校 こんな学校を目指します　
人と人とのかかわりを大切にし、共に学び共に育つ学校
�安全な学校（学びやすい環境　安心して通える学校）
�あたたかい人間関係、交流にあふれた学校
　（地域との交流活動　あきる野学園との交流　外国人
　との交流　たてわり班活動　読み聞かせによる豊かな
　心の醸成）
�学びのある学校（算数の少人数指導　得意なことの発
　見　特色ある総合的な学習の時間　他の人のよさの発
　見）
�子どもや保護者や地域に開かれた学校
　（学校公開　道徳授業公開　サマースクール　学校評
　議員会　外部評価）

　本校では、教育目標の「や（やさしい子）・し（しっかりした子）・ロ（ロ
マンのある子）」を合言葉に、全教職員一丸となって、人権尊重の精神のも
と、心身ともに健康で、豊かな児童を育てようとしています。

　屋城小は、「安全で安心して学べる地域の学校」を目指しています。地域
は、子ども達にとって、生活と文化、学びの拠点です。子ども達が家庭・地
域から背負ってくるランドセルの中身を大切にしながら、学校として何をラ
ンドセルに入れて帰らせるのかを大切にしたいと考えています。どうぞご理
解とご協力をよろしくお願い致します。

校 長　平田　和孝
副校長　岸田　俊昭

屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋 城城城城城城城城城城城城城城 小小小小小小小小小小小小小小 学学学学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校校校校屋城小学校 【レインボープラン】
１．「いのち」の大切さを基本にした人権教育
　　の推進
２．「確かな学力」を身に付けさせる学力改善・
　　向上の取組
３．特別支援教育の充実
４．読書好きを育てる学校図書館活動の充実
５．多摩川など地域の自然を生かした環境教育
　　の充実
６．ＡＥＴ・ユニセフなど国際理解教育の推進
７．ＩＣＴのリテラシーを身に付けさせる情報
　　教育の推進

　「美しい景色とビオトープ　子どもいきいき南秋
留小学校」これは、現在学校が使っている封筒の

キャッチコピーです。学校南側に広がる加住丘陵と秋川。体育館脇には開校
３０周年で寄贈されたビオトープが水をたたえています。

　本校は、美しい豊かな自然環境に恵まれた学校です。今年度は、市内でも
一番の児童数で、約７００名の子どもたちが在籍しています。子どもたちは、
その中で元気に学び、生き生きと学習しています。平成１７年度よりあきる野
市の研究推進校の指定を受け、秋多中学校との連携を踏まえながら研究を推
進しています。平成１８年度は、連携の視点として、算数科・数学科での授業
の改善・充実を目指しながら、その成果を発表することになっています。

校 長　岩井　克昭
副校長　浅原　伸行

南南南南南南南南南南南南南南秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋留留留留留留留留留留留留留留小小小小小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校南秋留小学校 ◎　基礎・基本を重視し、確かな学力を
　図る授業の展開
◎　どの子も生き生きと安心して学校生
　活を送ることができる学年・学級づく
　り
◎　児童の生命を守り、健康で安全な学
　校
◎　地域と一体となった学校を目指し、
　開かれた学校づくりの推進 　開校３２年を迎えた草花小学校は、保護者や地域の

方々と連携し、開かれた学校を目指します。一人一
人の子どもたちに『将来に生きて働く力と最高の６
年間の創造を』が目標です。

　今年度、以下の３つが、草花小学校の特色です。
１つ目は、昨年度、地域、ＰＴＡそして学校が連携をした会を立ち上げまし
た。この会では、児童の安全と安心を守ることを中心に定期的に話し合いを
持つことにしました。地域、ＰＴＡ、学校は、この会の趣旨をもとにそれぞ
れができることに取り組みます。
２つ目は、子どもに基礎的・基本的な学力の定着を目指し、算数を取り上
げ、全教職員で日々の授業の改善を中心に研究を進めます。
３つ目は、昨年度から取り組んでいる、児童が自主的に行ってきたあいさつ
ボランティアの活動の更なる充実です。

校 長　高橋　志夫
副校長　山田　順子

草草草草草草草草草草草草草草 花花花花花花花花花花花花花花 小小小小小小小小小小小小小小 学学学学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校校校校草花小学校 ◎教育目標
�海のように大
　きな心
�太陽のように
　輝く自分
�大地のように
　たくましく活
　動

◎経営方針
○子どもの生きる力の育成
　�未来に向かって最高の６年間を
　生み出す
　�教員の自律性と同僚性を高める
○基礎学力の充実と定着を図る
○支援と指導のバランスのとれた教
　育活動

①国語と算数を少人数（２０名程度）で指導。学力向上に力を入れています。
②一の谷小ならではの教育活動で、子どもたちが豊かに育っています。
③安全・安心な学校作りを進めています。

　一の谷小学校は、秋川を挟んでサマーランドと対面している、全館冷暖房
完備の学校です。開校当時、地域の方々に寄贈していただいた５００本の木
は、未だに地域の方々の手によって剪定が行われており、まさに、地域の学
校に対する熱い思いに支えられている地域あっての学校と言えます。現在の
学級数は７学級で、児童数は２１９名です。

校 長　岡部　　廣
副校長　荒井　善雄

一一一一一一一一一一一一一一のののののののののののののの谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷谷小小小小小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校一の谷小学校 ＜教育目標＞
�よく聞いてよく考える
�やさしい心
�最後までがんばりぬく
＜経営方針＞
�教育活動全体を通して人権教育を推進し、人権に対
　する感覚や実践力を育てる。
�基礎的・基本的な内容の確かな定着を図り、学ぶ意
　欲と自信を育てる。
�自ら学び考え解決する力や表現力を育み、主体的に
　学ぶ力を育てる。
�地域の様々な人や自然や文化とのかかわりを通した
　学びを重視し、豊かに生きる力を育てる。
�健康安全、福祉、環境、情報、国際理解等の教育を
　推進し、社会に対応できる力を育てる。
�学校を開き、家庭 ･地域との連携を充実させ、「共
　有」の充実を図る。

　基礎基本の定着、人権教育・特別支援教育の充実
を二本柱とし、地域との協力のもと、ボランティア
活動、米作りなど体験学習を充実させています。こ
とばの教室（通級指導学級）の充実を図ります。

「前田っ子」の宝
�しっかり掃除ができる。だから学校に入ると、明るくきれいだとどなたも
　思います。
�元気に挨拶ができる。だから、職員室や校長室に子ども達の元気な挨拶が
　飛び込んできます。
�静かに話を聞くことができる。だから校長は朝会や儀式のときマイク無し
　で話をします。

校 長　佐藤　道孝
副校長　秋本　浩市

前前前前前前前前前前前前前前 田田田田田田田田田田田田田田 小小小小小小小小小小小小小小 学学学学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校校校校前田小学校 「命を大切にし、ともに輝き生きていこ
う」
�仲良く――――自ら学び、考える力を
　　　　　　　　育てる
�かしこく―――人の良さ、自分の良さ
　　　　　　　　を生かし合う
�たくましく――じょうぶな体とねばり
　　　　　　　　強い心を育てる

　正門横にそびえる大木『香椿木』（ちゃんちんぼ
く）のように、大きく伸びよう！個性を生かそう！
強く根をはろう！をめあてに、子どもの良さや可能
性を伸ばし、地域に根ざした教育の推進に努めてい
ます。

　校庭の「香椿木」は、春の芽吹きの若葉が濃い紅色で、しだいに淡い紅色
になり、やがて、若葉色から緑に変わる個性のある樹木です。昭和３０年代に
「増戸小の子ども達も個性豊かな子どもになるように」の願いが込められて
植えられました。本校の良き伝統を継承しつつ、特色ある学校づくりに向け
て
�２学期制の推進のもとに、確かな学力の育成をめざします。
�通級指導学級を開設して、特別支援教育の充実に努めます。
�増戸中学校との連携促進と、横沢入り里山の活用を図っていきます。

校 長　宮澤　正夫
副校長　久朗津朋子

増増増増増増増増増増増増増増 戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸 小小小小小小小小小小小小小小 学学学学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校校校校増戸小学校 ○めざす学校像
『互いの良さを認め合い、共に育てる、信頼される
学校』
�児童一人ひとりの良さが認められ、発揮できる学
　校
�教職員が協力し合い、意欲的に教育実践に励む学
　校
�保護者や地域社会にとって、信頼と安心のもてる
　学校

　本校では全教職員の英知を集結して『知・徳・体・芸・勤』のバランスの
とれた児童の育成を全力で目指します。

　開校明治６年。校長室には初代からの校長先生の写真がずらりと並び、五
日市小学校の発展を静かに見守っています。
また、校庭には由緒ある木々が茂り、校庭に響き渡る鼓笛隊の演奏は、４８年
の輝かしい歴史を表しています。輝く伝統に支えられ、地域に愛される落ち
着いた学校です。

校 長　榎本　　茂
副校長　千代谷和紀

五五五五五五五五五五五五五五日日日日日日日日日日日日日日市市市市市市市市市市市市市市小小小小小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校五日市小学校 「知」：基礎的・基本的な内容をしっかり
　　　教えます。
「徳」：道徳で学んだことを、日常生活で
　　　実践できるよう指導します。
「体」：体育の時間の充実と日常的な体力
　　　作り活動を盛んにします。
「芸」：歌唱・朗読・絵画等の日常の活動
　　　を盛んにします。
「勤」：勤労奉仕活動を盛んにし、働く喜
　　　びを感じることができるようにし
　　　ます。

　７名の新入児童を迎え、全校児童３７名で新学期がスタートしました。家族
的な雰囲気の中にも節度をもって、明るい挨拶や子どもたちの歓声にあふれ
た規律ある学校づくりを目指します。

　今年で開校１３３年を迎える戸倉小学校は、かつて戸倉城があった城山のふ
もとにあります。春には花が、夏には清流が、秋には紅葉があり、冬には野
鳥がくる豊かな環境に囲まれた学校です。また、地域全体で学校を支える土
地柄の中で子どもたちはのびのびと育っています。４０年目を迎える愛鳥教育
も本校の特色の一つです。

校 長　倉田　守人
副校長　須崎　和英

戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸 倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉倉 小小小小小小小小小小小小小小 学学学学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校校校校戸倉小学校 ＜教育目標＞
ｌ　人権尊重の精神を踏まえ、
特色ある教育を展開する。
ｌ　考える力と思いやりの心
を育てる豊かな人間性や基
礎・基本を身に付ける。
ｌ　心身共に健康で、自ら学
び実践する児童の育成。
＜子どもの姿＞
　行動する子
　　――　進んで考える子
　　――　思いやりのある子
　　――　体を大切にする子

＜そんなためにこん
な学校を＞
�　心を育てる学校
　に
�　学力の向上を目
　ざす学校に
�　特色を生かす学
　校に
�　開かれた学校に
�　安全な学校に
�　信頼される学校
　に

　『泉わき、ヤマメが躍る　みんなが自慢の小学校』
�児童から「小宮小で学んでよかった」
�保護者から「小宮小に入れてよかった」
�地域から「小宮小があってよかった」
�教職員から「小宮小に勤めてよかった」
　　　　　　といわれる学校づくりをめざします。

　秋川の源、開校１３３年の歴史と伝統を誇る、水の生まれるまちの小学校で
す。地域の方をお招きして『ほんものから学ぶ教育』、自生するホタル、わ
さびの栽培、１０００匹のヤマメの飼育、全校宿泊体験教室等で『今そこにある
自然から学ぶ学習』ができます。夏季には７日間の特別カリキュラムを加え
て、年間２０７日の授業を行います。理数大好きモデル事業、人権教育総合推
進地域事業の指定校として、科学実験やパソコン活用、高齢者との交流事業
等を推進します。
温かい地域の見守り、きめ細かな指導、全校児童がひとつになれる学校です。

校 長　篠原　敬子
副校長　稲葉　春紀

小小小小小小小小小小小小小小 宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮宮 小小小小小小小小小小小小小小 学学学学学学学学学学学学学学 校校校校校校校校校校校校校校小宮小学校 ◎『小宮小だからこそできること』を、最大限に追究す
　る学校経営を行います
　★みなさんに開かれた、信頼される学校をつくります
　★心の教育を推進し、明るく燃える学校をつくります
　★基礎・基本を丁寧に教え、学力向上をめざします
◎そのために、より質の高い授業をめざして、指導力を
　高め合う、教職員組織をつくります

４５

　創立１３３年目を迎えた歴史と伝統のある東秋留小
学校は、１１０００名を越す卒業生を世に送り出し、地
域の教育センター的な役割を果たしてきました。

校 長　宮�　慶一
副校長　坂本　満弘

東東東東東東東東東東東東東東秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋留留留留留留留留留留留留留留小小小小小小小小小小小小小小学学学学学学学学学学学学学学校校校校校校校校校校校校校校東秋留小学校 教育目標
○豊かな学び　○すこやかな体　○ひろい心
経営方針
　学校・学級 ･友だち大好き！
　子ども達にたくさんの『いいな体験』を！
　　�健康で楽しく生きがいのある学校
　　�よくわかる楽しい授業の推進
　　�学校と家庭・地域社会が心と手をむす
　　　んだ教育

　本校は人権教育を基盤に据え、人とのかかわりを重点に特色あ
る教育活動を進めています。�思いやりの心を育てる。（いじ
め・不登校ゼロを目指して障害のあるなしにかかわらず、友だち
とのかかわりを大切にし日常的な交流をしています。）�郷土を
愛する心を育てる。（地域の豊かな自然や文化を生かした教育を
進めています。）�たくましく生きる力を育てる。（学校教育の他
にも保護者 ･地域の方々の支援も受けて進めています。）


